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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

本研究は、高亜鉛アルミニウム合金の水素脆化による破壊の過程で生じる塑性変形の局所的な集

中やそこでのナノボイドの発生・成長を明らかにした。また、水素脆化が抑制できる材料組織も明

らかにした。さらに、新しい水素脆化モデルを提唱し、これにより同材料の水素脆化挙動が定量的

に説明できることを示している。著者が示したこれらの成果は、機械工学上の価値ある業績である

と認める。よって、博士（工学）の学位に値すると認める。 

 

 

 

 

 

 

 


